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氏名 原　和彦 部署 理学療法学科 職名 教授

経歴

2000年4月埼玉県立大学保健医療福祉学部理学療法学科専任助教授、2005年4月埼玉県立大学保健医療福祉学部理学療

法学科専任教授～現在、2009年4月埼玉県立大学大学院保健医療福祉学研究科専任教授～現在、2015年4月埼玉県立大

学保健医療福祉学部理学療法学科学科長～現在

所属学会（役職）

日本理学療法士協会(認定試験委員会委員、認定必修研修講師、認定試験委員会委員長)、日本理学療法学会、日本支援

工学理学療法学会(常任運営幹事）、日本義肢装具学会（編集委員会委員）、専門リハビリテーション研究会(理事・副

会長・事務局長)、埼玉県理学療法士会(表彰委員長)、埼玉がんリハビリテーション研究会（顧問）

１．研究業績

（１）著作

研究分野 義肢装具学、臨床運動学、生体力学、材料工学、生活環境支援理学療法学

学位 博士(工学)

学歴
1994年日本大学大学院理工学研究科（修士課程）医療・福祉工学専攻修士課程修了、1998年日本大学大学院理工学研

究科（博士課程）医療・福祉工学専攻博士課程修了

著作の名称 単・共 ISBN 発行所、全ページ数 著者、編者名 発行等年月

（２）論文

論文の名称 単・共 査読 雑誌名、巻（号）、開始-終了ﾍﾟｰｼﾞ 著者、編者名 発表等年月

（４）その他

（３）学会発表

学会発表の演題 単・共 学会名、開催都市 発表者（発表者は○印） 発表等年月

下腿義足ソケットのFEM 解析の試み 共同

第28回埼玉県理学療法学

会、学会抄録集P63、2020

年1月19日、さいたま市

町田　透, 原　和彦, 萩臺伸之, 片瀬あず

さ, 鈴木　保
2020年1月

プラスチック短下肢装具の機能特性を推

定する解析手法について
共同

第28回埼玉県理学療法学

会、学会抄録集P66、2020

年1月19日、さいたま市

片瀬あずさ, 原　和彦, 　町田　透³ 2020年1月

装具フォローアップにおける支援体制の

検討

名称 単・共 発表場所等 発表者（発表者は○印） 発表等年月

該当なし

２．競争的資金等の研究

競争的資金等の名称 研究名 研究代表者・研究分担者の別 研究期間

共同

理学療法学 (0289-3770)46

巻Suppl.1 Page16セッショ

ン4(2019.08)

井上 和久(埼玉県立大学 保健医療福祉学

部理学療法学科), 丸岡 弘, 原 和彦
2019年8月

	有限要素解析によるソケット内圧と歩行

時実測ソケット内圧の比較(会議録)
共同

日本義肢装具学会誌 (0910-

4720)35巻特別

Page123(2019.05)

原 和彦(埼玉県立大学), 豊田 輝, 萩臺 伸

之, 岡安 健, 来間 弘展, 井上 和久, 森田 眞

史, 鈴木 保

2019年5月
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理学療法症候障害論(博士後期) 2

理学療法の対象疾患に関する運動学、運動力学、生体工学、臨床神経生

理学、運動生理学、組織学、生化学などの最新研究手法を学び、科学的

根拠のある理学療法の効果検証方法とその限界について学ぶ講義を行っ

た。

３．教育業績

（１）講義

講義の名称 科目責任者 コマ数 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

ⅠＰＷシステム開発論(博士後期) 〇 15

　埼玉県立大学が取り組んできたIPE、IPWの教育システムの開発実践

の背景をふまえ、その教育プログラム、成果、課題を討議し、より良い

IPW開発に繋がるIPE研究について、院生が互いに発表し議論を集約す

る。

理学療法特別演習 1

理学療法士国家試験に準拠した内容を、単元分野ごとに整理する。これ

までに学んだ基礎医学、臨床医学、理学療法に関する知識を整理し、不

足している知識を補充する。

ⅠＰＷ論（専門職連携実践論）(博

士前期)
1

　保健医療福祉の連携・協働は、チーム医療やチームアプローチを行う

上で必須になっているIPW（専門職連携実践）の発展の歴史、理論と実

践の手法、そのための教育であるIPE（専門職連携教育）について学習

する講義を行った。

義肢装具学 〇

理学療法セミナー（OSCE１） 〇 4

臨床教育実習Ⅱに向けて、問診、面接、及び基本的評価技術の能力評価

として客観的臨床能力試験（OSCE）を行い、その結果を踏まえ学生に

対して個別指導を行った。

理学療法セミナー（OSCE２） 〇 4

臨床教育実習Ⅲ・Ⅳに向けて、問診、面接、及び基本的評価と治療技術

の能力評価として客観的臨床能力試験（OSCE）を行い、その結果を踏

まえ学生に対して個別指導を行った。

（２）演習

演習の名称 科目責任者 コマ数 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

理学療法症候障害演習(博士後期) 4

疾病や障害によって生じた機能制限因子や活動制限・参加制限について

理学療法症候障害学論で学んだ知識を深め、理学療法の効果検証を行う

ための研究手法について演習する。

15

義肢装具の名称、歴史変遷、構造、機能の理解を促し、補装具の処方に

必要な社会保障制度の理解、運動機能向上のための種々の活用のため理

解を促す講義を行った。

義肢装具学実習 〇 45
義肢装具学の理解に基づいた補装具の使用、調整、理学療法評価治療の

実習講義を行った。

義肢・装具学実習 2

作業療法学科の授業：義肢・装具学実習「義足について」

担当。主に講義はPCによるプレゼンテーション、その他、実際の義肢

を用いたパーツ説明、模擬義足歩行実習等を実施した（2コマ）。

義肢装具適合支援学 〇 15

生活機能を高める補装具の適応理論を確認して、機能代償のメカニズ

ム、バイオメカニクス、運動適応のための理学療法実践介入の基礎を学

ぶ演習講義を行った。



1

2

3

4

5

6

7

1

2

3

1

2

3

1

2

2

3

1

2

3

1

2

3

2

3

（３）実習

実習の名称 科目責任者
学外実習：期間

学内実習：コマ数
概要（教育内容・方法等において工夫した点）

義肢・装具学実習 2
作業療法学科専門科目において、特に下肢切断の理学療法、義肢適合支

援に関する実習講義を2コマ行った。

（４）論文指導

対象 期間 主指導・副指導の別及び指導人数

臨床教育実習Ⅲ（総合） 〇 8W

臨床教育実習Ⅰ・Ⅱでの経験と学内で修得した内容を応用し、臨床実習

指導者の指導・監督のもとで、理学療法全般（評価と治療）について一

連の過程を実践の場で学習する実習全般の指導支援を行う実習科目の総

括を行った。

臨床教育実習Ⅳ（地域・老健・通

所・ｸﾘﾆｯｸ）
〇 5W

これまで学んだ理学療法に関する知識、技術を地域リハビリテーション

施設あるいは特定領域施設等において応用する実習指導、教育支援をを

行う実習科目の総括を行った。

博士前期課程 2019.4～2020.3 主指導（指導教員） 1名 副指導（指導補助教員） 2名

卒業研究 2019.4～2020.3 主指導 3名 副指導 名

（５）その他

名称 期間 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

オープンキャンパス 2019.6 教員相談

博士後期課程 2019.4～2020.3 主指導（指導教員） 1名 副指導（指導補助教員） 1名

４．社会貢献活動

（１）講演会、研修会、公開講座等の講師

講演会、研修会、公開講座等の名称 主催 講演、研修、公開講座等のテーマ 開催年月

オープンキャンパス 2019.8 教員相談

第12回義肢適合支援のあり方研究会 専門リハビリテーション研究会 講師 2019.11

（２）国、自治体、学術団体等における委員等

国、自治体、学術団体等の名称 委員等の名称 任期

臨床教育実習指導者講習会 理学療法学科 下肢切断の実践的理学療法 2019.8

認定理学療法(補装具)必須研修会 日本理学療法士協会 講師、義足適合支援に関する理学療法介入 2019.8

認定理学療法(切断)必須研修会 日本理学療法士協会 講師、切断の理学療法 2019.6

臨床教育実習Ⅰ（検査測定） 〇 2W

2年次までに学んだ理学療法評価における検査測定技術について、臨床

実習指導者の指導監督のもとで臨床実践を行い、検査技術の実際を経験

する実習指導、教育支援の実習科目の総括を行った。

臨床教育実習Ⅱ（評価） 〇 5W

3年前期までに学んだ理学療法評価を臨床実習指導者の指導監督のもと

で臨床実践を行い、理学療法評価の実際を経験する実習指導、教育支援

の実習科目の総括を行った。

基礎運動療法学実習 〇 22.5
運動療法の基礎的知識の理解に立った実践運動療法の技術習得に向けた

実習講義を行った。

義肢装具学実習 〇 22.5
義肢装具学の理解に基づいた補装具の使用、調整、義肢装具を使用した

理学療法支援の実践アプローチについて実習講義を行った。

（公社）日本理学療法士協会 認定理学療法士試験委員会委員 2013～2019

（公社）日本理学療法士協会 認定理学療法士試験委員会委員長 2018～2019

埼葛南専門職連携推進会議 運営委員会オブザーバー 2007～2019

第6回日本支援工学理学療法学会学術集会 日本理学療法士協会、査読員座長 2018.9

（一社）多専会専門リハビリテーション研究会 運営審議員、副会長、（兼）事務局長 2017.6～2020.3

（公社）埼玉県理学療法士会 表彰委員会委員長 2017.4～2019

（公社）埼玉県理学療法士会 第28回 埼玉県理学療法学会 演題査読 2019.6～2020.7

日本支援工学理学療法学会 常任運営幹事、総務担当 2017.6～2019.7
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（３）ジャーナリズムでの発言

メディア等の名称 内容 年月

日本義肢装具学会 編集委員会委員、査読委員 2018.11～2020.3

第8回日本支援工学理学療法学会学術大会 学会長(2019年9月浜松市開催) 2017.7～2020.3

（４）その他

項目 相手方等 内容 期間

該当なし

内容 期間

該当なし

５．学内運営

項目

該当なし

７．特許の取得

特許名 特許番号 登録年月

全学的委員会及びセンター業務等 大学運営連絡会 2019.4-2020.3

６．受賞（研究、教育、社会貢献活動に関するもの）

受賞名 主催 受賞年月

該当なし

８．特記事項

全学的委員会及びセンター業務等 教員人事委員会 2019.4-2020.3

全学的委員会及びセンター業務等 教育研究審議会 2019.4-2020.3

大学広報活動 オープンキャンパス6月8月 2019.4-2020.3


